
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 学期は田隈中学校のＩＣＴ活用や吉野小学校のＥＳＤ、白川小学校の組 

織運営と、様々な研究発表会や拡大校内研修会が開催され、各学校の研究の 

成果が市内外に発信されました。 

 

 

が開催されました。２回目となる今回は、みなと小学校５年担任の石橋剛志 

先生と須本実梨先生が授業を提案され、発達段階に応じて児童生徒に身に付 

けさせるべき資質・能力や、授業の在り方について協議が行われました。 

 みなと小学校では系統的に、５年生では「自助」、６年生では「共助」につ 

いてのカリキュラムが構成されており、今回５年生では、想定された具体的 

                     な場面を基に防災バッグに準 

                     備しておくべきものを話し合 

                     うことをとおして、「命や安全 

                     を守ることを第一に考えるべき」 

                 

 

「持続可能な社会づくりについて自分の考えを持ち、行動す

る子供が育つ生活科・総合的な学習の時間」   吉野小学校 

  吉野小学校では、子供の思考が連続・発展するように、３つの体験・試行活動

（「体験的な働きかけ」「試行的な働きかけ」「統合的な働きかけ」）を単元に位置 

づけることで、自他の学びを再構成し、課題 

解決に迫っていくことを目指して、研究を進 

めて参りました。５年生の公開授業「桜プロ 

ジェクト」では、学校や地域に植樹してきた 

桜の今後の成長を願って、今年度は専門家や 

絆プロジェクトの方と一緒に桜の堆肥作りに 

取り組みました。土の温度や成分等、こだわ 

りを持って課題を追究する姿が見られました。 

持続可能な開発のための教育（ESD） 
 

つながりを大切にし、 

かかわりを深める児童生徒の育成 
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各校で研究会や拡大校内研が開催されました 

オンライン付箋紙機能

を用いた協議会の様子 

よりよい堆肥作りを目指す

吉野小学校の子ども達 

田隈中学校では、「興味を持たせる」「利便性

を図る」「主体的に取り組む」「考えを共有する」

「理解を深める」という５つの視点から、授業

における ICTの活用について研究を進めてきま

した。研究発表当日には、国語、社会、数学、理

科、英語、道徳と、様々な教科で iPad を活用し

た授業が展開され、ICT 活用がもたらす授業改

善の可能性を明確に示していただきました。 

 

 

 白川小学校では、昨年度より県の重点課題研究の指定を受けており、学校の重

点目標達成のためにどのように組織的に取り組むべきか、研究を進めています。

研究推進の柱の一つである主題研究では、指 

導案に代わる「授業づくりシート」を活用し、 

考えを可視化して対話の中で再構成する授業 

づくりに取り組んでいます。１１月の中間報 

告会では、主体的に考えを伝え合いながら、 

学びを深めていく子供の姿が見られました。 
対話を通して考えを深める 

白川小学校の子ども達 ICT を活用した授業 

教員の力量を高め、児童・生徒の「持続可能な社会の一員」としての資質能力を育てていくことにつながる、貴重な実践をありがとうございました。 


